
 テキストの使用及びワークブックの使い方について
はじめに
①　本科目は信徒教育プログラムにおける３．専門コースの中のｄ．伝道講
　　座の一部です。（伝道講座には、ほかに「ケーススタディ」と「高齢者伝
　　道」があり、本科目を加えて、専門コースの伝道講座となります。）
②　本科目は、キリスト教の異端を取り扱います。専門コースですが、入門
　　コース、成長コースの修了者でない人でも受講できますので、広く呼び
　　かけてください。
使い方
①　本科目のテキスト作成にあたっては読むだけで理解できるように努めま
　　した。学びにあたり、講師が講義する方法と、受講者同士が読み合わせ
　　をするかたちで進める方法とがあります。どちらにせよ、項目ごとに質
　　疑応答をまじえて進めると理解がより深められると思います。
②　本科目は三回（一回１時間～１時間半）で完了するようにつくられてい
　　ますが、各教会の実情に応じて時間枠の拡大縮小、回数の増減を行って
　　ください。
③　第一回目は正統と異端、とりわけ異端とは何かという異端の特徴と異端
　　の分類について学びます。
　　第二回目は、異端の教理と正統教理の違いについて学びます。
    第三回目では、今日活動している異端について学び、その対策を考えま
　　す。マインド・コントロールについても少し触れます。
④　一回ずつ、講義が終わるたびにワークブックを配布し、理解できたかど
　　うかを確認してください。記憶よりも理解の方が大切ですから、ワーク
　　ブックはテキストを見ながら解答を記入しても差しつかえないと思いま
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　　す。それぞれの判断で行ってください。ワークブックの時間を講座の直　　後に別枠を設けて取るのも一つの方法です。
　　受講者同士で答え合わせをしながら、学習の復習をするのも理解を助け　　る上で、一つのよい方法です。
　　                        第　一　回
第一課　正統と異端　　　　　　　　　　　　　　　　　（１～９ページ）
　この部分では、第一課として、正統とは何か、また異端とは何かという学びを通して、その違いを明確にします。更に、正統と異端とを識別する基準が聖書であることを強調します。
　その上で、一口に異端といっても、誤謬、異端、異教という、程度の違いがあることを分類、整理します。
　第一課では、一世紀から三世紀にかけて古代教会史上に現れた異端教理を取り上げ、古代教会の異端との教理的戦いについての理解を深めます。特に、聖霊の働きを強調する群れに属する者として、モンタノス運動（７ページ）様態的単一神論（８ページ）の危険について、今日的な課題として触れることがよいでしょう。とりわけ、今日のペンテコステ派の中には、様態的単一神論を揚げる群れがあります。アッセンブリー教団（米国）も、草創期には、この問題で熾烈な教理論争を展開した経緯があり、我が国でも、アッセンブリー教団の前身である日本聖書教会時代に、一部の指導者がこの異端説の影響を受けて別行動をとるに至ったという過去があります。時間があれば、これらの事に触れてもよいでしょう。この件に関しては、２．成長コース、Ｃ．上級講座の教会生活、アッセンブリー史でも取り上げられます。
                          第　二　回
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第二課　異端の教理と正統教理　　　　　　　　　　　（９～２４ページ）
　第二回では、四世紀以降の教会歴史上に現れた異端の教理について学び、正統的教理に立脚しての異端の教理への論理的説得力を身につけてもらうように努めます。
　特に神に関する教理では、まず、父なる神と子なる神との関係についての異端説を見て、正しい教えと比較します。また、キリストご自身の神性、人性の、両性に関する教理には、一般信徒が陥り易い誤りがありますので、話し合ってみて下さい。
　特に、アポリナリオスのキリスト論に近い誤りに注意を促して下さい。キリストが人間であるしるしとして、飢え、渇き、疲れ等の生理現象をあげることがありますが、これらは、動物としてのしるしであってイエスが人間であることの証明にはなりません。
　救いに関する教理（１３～１７ページ）では、特に救いにおける信仰と行いの関係について整理し、一回限りの十字架の贖いについて聖書から確認するようにしてください。異端説に対抗するには、まず自らが正しい教理をみことばの上に立て上げることが先立つからです。
　異端説が特に顕著な形で現れる世の終わりについての教理（１７～２４ページ）では、聖書解釈の原則について理解できるように導いてください。異端説は聖書解釈の原則の逸脱から生じることが多いことを強調して注意を促すようにしてください。
                          第　三　回
第三課　今日の異端、の実態と対策　　　　　　　　（２４～３６ページ）
  第三回目では、二回の学びを踏まえて、今日活動しているエホバの証人、
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モルモン教、統一協会を取り上げます。
　テキストは、学習時間の関係で、その実態、教義とその問題点を概観し、
対応については簡単に述べるにとどめていますので、本格的な取り組みを希望する場合は、それぞれの領域の資料、教材等にあたってください。
　教会を通して、当委員会にお問い合わせくだされば適当な資料等をできる範囲で紹介致します。
　マインド・コントロールについても、ひとことの説明にとどめましたが、異端からの救出活動に実際取り組む際には、十分な理解を得ている必要がありますので、直接にせよ、間接にせよ、その分野の専門家の指導、助言を受けるようにお勧めします。
　実際の取り組みにあたっては、決して単独で動かず、教会の働きの中で、牧師の指導と了解、援助のもとで行動するように導いてください。その上で重荷と使命を覚える者を励まし支えて送り出していってください。
                            解　　答
第一課
　問１．正統的な信仰とは、「キリストの福音」（ガラテヤ１：７）と呼ば　　　　れるように、キリストを中心として福音を信じる信仰をさす。
　問２．異端の教義は「にせ教師」によって教会に「ひそかに持ち込」まれ、　　　　「自分たちをあがなって下さった主を否定」する内容を持ち、その　　　　結果「すみやかに滅亡を自分の身に招く」という性格を持つ。
　問３．聖書
　問４．律法主義的異端　　エビオン派　　哲学的異端
　　　　キリスト仮現論，グノーシス主義
　問５．神は単一の実態であって、父、子、聖霊の三つの位格は、三つの様　　　　態、顕現様式である。すなわち、神が人となられた時はみ子と呼ば　　　　れ、昇天後は聖霊として働かれる。つまり神は歴史のうちに三つの　　　　役割を一人三役で演じた、という教理。
専-伝 - 9
　問６．使徒行伝１０章３８節にこう記されています。「神はナザレのイエ　　　　スに聖霊と力とを注がれました。このイエスは、神が共におられる　　　　ので、よい働きをしながら、また悪魔に押さえつけられている人々　　　　をことごとく巡回されました。」この記述では、神（父）とイエス　　　　（子）と聖霊が同時に登場している。一人三役では不可能である。
第二課
　問１．①アレイオウス主義
　　　　②神だけが神であるというモナルキア主義（単一神論）的な神観念　　　　　から、イエスは神ではない、すなわち同質ではなく異質とし、父　　　　　は永遠から存在したが、子には初めがあった。父は創造者である　　　　　が、子は神と人の中間的存在として造られた被造者である。
　　　　③第一　もしキリストが被造物であるとするならば、被造物である　　　　　　　　キリストと神との間に仲保者が必要となることになる。し　　　　　　　　かし、そのような仲保者は存在しない。
　　　　　第二　もしキリストが神と同質の神でないなら人を救うことはで　　　　　　　　きない。真の神だけが罪人を贖うことができるのであるか　　　　　　　　ら。
　　　　　第三　もしキリストが被造物であるなら、キリストへの礼拝は被　　　　　　　　造物礼拝すなわち偶像礼拝ということになる。
　問２．①ｂ　②ａ　③ｃ
　問３．しかし、彼を受け入れた者、すなわち、その名を信じた人々には、　　　　彼は神の子となる力を与えたのである。ヨハネ１：１２
　問４．①ｂ　②ａ　③ｃ
　
第三課　
　適切であればよい。
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